
広 報

川 

越

川越市シンボルマーク

天然寺（仙波町4丁目）のロウバイ。1月28日撮影

確定・還付申告は次の会場で：2
就学費用を援助：2
遠い宇宙との交信：3
　　笑顔あふれる成人式：6
●「上下水道局だより」が折り込まれています。
＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。

Ｚひと　まち

№1312
平成26年2月10日

（毎月10日・25日発行）

川越市マスコットキャラクター
「ときも」
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確
定
・
還
付
申
告
は
次
の
会
場
で

市
民
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
4
0

　

平
成
25
年
分
の
所
得
税
の
申
告
を
受
け

付
け
ま
す
。
3
月
に
な
る
と
会
場
が
大
変

混
雑
し
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
方
は
、
早

め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

確
定
申
告
・
還
付
申
告
そ
れ
ぞ
れ
で
会

場
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
混
雑
時
は
、

受
付
時
間
中
で
も
受
け
付
け
を
終
了
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
の
提
出
の
み
の
方
は
、
川
越
税

務
署
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
会
場

■
川
越
税
務
署

所�

在
地
…
〒
3
5
0
‐
8
6
6
6
並
木

4
5
2
︲
2

申�

告
期
間
…
2
月
17
日
㈪
～
3
月
17
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、
午
前
8
時
30

分
～
午
後
5
時

＊
2
月
23
日
㈰
・
3
月
2
日
㈰
は
、
確
定

申
告
の
受
け
付
け
・
申
告
の
相
談
を
行
い

ま
す
。

＊
相
談
開
始
は
、
午
前
9
時
で
す
。

申�

告
の
対
象
者
…
営
業
等
所
得
が
あ
る
▼

農
業
所
得
が
あ
る
▼
不
動
産
所
得
が
あ

る
▼
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
▼
給
与
収
入（
年
額
）
が

2
0
0
0
万
円
を
超
え
る
▼
土
地
・

建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る

＊
贈
与
税
の
申
告
も
受
け
付
け
ま
す
。

還
付
申
告
会
場

■
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
地
下
1
階

所�

在
地
…
脇
田
本
町
15
‐
13

受�

付
期
間
…
2
月
12
日
㈬
～
3
月
5
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、
午
前
9
時
～

11
時
▼
午
後
1
時
～
3
時

＊
相
談
開
始
は
、
午
前
9
時
30
分
で
す
。

申�

告
の
対
象
者
…
公
的
年
金
な
ど
の
受
給

が
あ
る
▼
給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除

を
受
け
る
▼
昨
年
中
に
退
職
し
た
な
ど

で
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い

＊
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
川
越
税
務
署
で
も
申
告
で
き
ま
す
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
書
な
ど

の
作
成
が
で
き
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
…
川
越
税
務
署
申
告
案
内
窓

口
L
2
3
5
︲
9
4
1
1
（
自
動
音
声

応
答
に
従
い
、
0
を
選
択
）

就
学
費
用
を
援
助

教
育
財
務
課
L
2
2
4
︲
6
0
8
3

　

経
済
的
理
由
で
公
立
小
中
学
校
へ
の
就

学
が
困
難
な
家
庭
に
、
学
用
品
・
給
食
・

校
外
活
動
・
修
学
旅
行
・
医
療
費
な
ど
就

学
に
か
か
る
費
用
を
援
助
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
2
月
14
日
㈮
ご
ろ
学
校
を
通
じ
て

配
布
す
る
「
平
成
26
年
度
就
学
援
助
の
お

知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
新
た
に

小
学
1
年
生
に
な
る
子
を
持
つ
家
庭
に

は
、2
月
の
学
校
説
明
会
で
配
布
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

教
育
財
務
課（
東
庁
舎
2
階
）ま
た
は
お

子
さ
ん
が
在
学
す
る
学
校
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い（
郵
送
不
可
）。
現
在
援
助
を
受
け

て
い
て
、
新
年
度
も
引
き
続
き
援
助
を
希

望
す
る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
書
は
、
同
課
・
学
校
で
配
布
し
ま

す
。
申
請
書
以
外
の
提
出
書
類
は
申
請
理

由
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

対�
象
家
庭
…
世
帯
所
得
が
基
準
額
未
満
▼

児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児
童
扶
養

手
当（
児
童
手
当
と
は
異
な
る
）を
受
け

て
い
る
な
ど

申
請
期
間
…
2
月
17
日
㈪
～
3
月
14
日
㈮

＊
申
請
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
、
申
請
書
の

提
出
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

4
月
に
小
学
1
年
生
・
中
学
1
年
生
に
な

る
児
童
・
生
徒
は
、
新
入
学
児
童
生
徒
学

用
品
費
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

中
退
共
掛
金
の
一
部
を
補
助

雇
用
支
援
課
L
2
2
7
︲
5
7
7
6

　

市
で
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済（
中

退
共
）法
に
基
づ
く
中
退
共
制
度
の
掛
金

に
つ
い
て
、
各
従
業
員
が
加
入
し
た
月
か

ら
36
か
月
間
、
掛
金
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
対
象
は
、平
成
22
年
2
月
以
降
、

中
退
共
制
度
に
加
入
し
た
従
業
員
が
い
る

市
内
の
事
業
主
で
、
市
の
補
助
基
準
に
該

当
す
る
場
合
で
す
。

受�

付
期
間
…
2
月
17
日
㈪
～
27
日
㈭（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）、
午
前
9
時
30
分
～

11
時
45
分
▼
午
後
1
時
～
3
時
30
分

受�

付
会
場
…
中
央
公
民
館（
郵
送
不
可
）

　
納
期
限
は
、
2
月
28
日
㈮

固
定
資
産
税（
第
4
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
8
期
）

収
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
8
6

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
8
期
）

医
療
助
成
課
L
2
2
4
︲
5
8
4
2

介
護
保
険
料（
第
8
期
）

介
護
保
険
課
L
2
2
4
︲
5
8
1
7

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

訂
正（
1
月
25
日
発
行
の
広
報
川
越
）

●
12
ペ
ー
ジ
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
催
し「
ジ

ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室
」
の
時
間

誤
＝
午
前
10
時
～
午
後
4
時

正
＝
午
前
10
時
～
午
後
4
時（
初
日
の
3
月

26
日
㈬
の
み
午
後
1
時
か
ら
）

問�

い
合
わ
せ
…
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
L
2
2
4

︲
6
0
9
4

●
16
ペ
ー
ジ
・
市
立
博
物
館
の
2
月
の
休
館
日

誤
＝
月
曜
日

正
＝
月
曜
日
・
28
日
㈮

問�

い
合
わ
せ
…
市
立
博
物
館
L
2
2
2
︲

5
3
9
9

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
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林田さんのクエスチョン
　「さまざまな国から参加
しているクルーをまとめ
るために、船長はどのよ
うな工夫が必要ですか」

若田さんのアンサー
　「仲間のひとりひとり
が、どのような目標を持
ち、どう考えているかを
くみ取り、目標達成のた
めの支援をし、信頼関係
を築くことが大切です」

笑顔で若田さんと交信
する林田さん

遠
い
宇
宙
と
の
交
信

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
X
」
は
宇
宙
飛
行
士

の
健
康
管
理
を
題
材
に
、
食
事
や

運
動
習
慣
の
大
切
さ
を
学
ぶ
世
界

共
通
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
今
回
は

各
校
か
ら
2
人
ず
つ
の
児
童
が

参
加
し
ま
し
た
。

若
田
さ
ん
は
昨
年
11
月
か
ら

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

長
期
滞
在
中
で
す
。
滞
在

期
間
後
半
の
3
月
か
ら
は

日
本
人
初
の
コ
マ
ン
ダ

ー
（
船
長
）
と
し
て

任
務
に
当
た
る
予

定
で
す
。
若
田

さ
ん
と
の
交

信
で
は
、

理
科

が
大
好
き
と
い
う
林は

や
し

　だ

　か

　り
ん

田
花
凛

さ
ん（
上
戸
小
学
校
5
年
生
）

が
代
表
の
一
人
と
し
て
質
問

を
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
後

「
遠
い
宇
宙
と
の
交
信
で
も
、

声
が
き
れ
い
に
聞
こ
え
て
宇

宙
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
若
田
さ
ん
と

の
交
信
は
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

ま
し
た
。

上
戸
小
学
校
の
理
科
主
任
・

小お

野の

寺で
ら

久
ひ
さ
し

先
生
は
、「
宇
宙

と
の
交
信
は
、
め
っ
た
に
で

き
な
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
よ
う
な
体
験

を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら

い
た
い
で
す
」
と
先
生
も
興

奮
さ
め
や
ら
な
い
様
子
で

し
た
。

山
やま

崎
ざき

喬
きょう

平
へい

くん（左）は、「若田さんは、毎日た

くさんの仕事やトレーニングをこなしてすご

いと思いました」。清
し

水
みず

英
ひで

知
とも

くん（右）は「若田

さんからのメッセージが印象に残りました」。

（2人とも川越第一小学校6年生）

【右写真】

上戸小学校5年生の彦
ひこ

部
べ

歩
あゆ

美
み

さん（右）は「宇宙での生活は

大変そうだけどいつか行って

みたいな」。左は林田さん。

【左写真】

1
月
21
日
に
J
A
X
A
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
（
つ
く
ば
市
）で
宇
宙
飛
行

士
・
若わ

か

田た

光こ
う

一い
ち

さ
ん
と
の
ラ
イ
ブ
交
信
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
理
科
の
授
業
の
一
環
で
J
A
X
A
の
児
童
向
け
啓
発
活
動

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
X
エ
ッ
ク
ス

」
に
登
録
し
て
い
る
川
越
第
一
小
学
校
と
上
戸
小
学
校

の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

若田さんがスクリーンに映し出され
ると、筑波宇宙センター・宇宙実
験棟の会場は、歓声に包まれま
した

若田さんがスクリーンに映し出され
ると、筑波宇宙センター・宇宙実
験棟の会場は、歓声に包まれま
した

国際宇宙ステーション
地上約400㎞に建設された巨大な有人実験
施設。約90分で地球を一周し、1日に地球
を約16周しています（時速約27,700㎞）。

国際宇宙ステーション
地上約400㎞に建設された巨大な有人実験
施設。約90分で地球を一周し、1日に地球
を約16周しています（時速約27,700㎞）。

Ⓒ JAXA/NASAⒸ JAXA/NASA
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す

 
　
子
育
て
中
は
親
に
も
、「
親
が
親
と
し
て
育
ち
、
力
を
つ
け
て
い
く

た
め
の
学
習
」が
必
要
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
日
々
成
長
す
る
よ
う
に
、

親
も
学
ぶ
姿
勢
が
大
切
で
す
。

　
今
回
は
、「
親
の
学
び
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

気
軽
な
気
持
ち
で
参
加

　
地
域
で
は
、
子
育
て
中
の
親
が
参
加
で
き
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
や

イ
ベ
ン
ト
、
学
校
行
事
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
そ
こ
は
、
共
通
の
話
題
に
つ
い

て
話
し
合
う
こ
と
の
で
き
る
学
び
の
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
親
同
士
の

情
報
交
換
は
貴
重
で
す
。
母
親
だ
け
で

な
く
、
父
親
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
し

ょ
う
。

学
ぶ
時
の
心
構
え

　
子
育
て
に
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
」
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人

の
意
見
を
聞
き
、「
自
分
の
家
庭
で
生
か
せ
る
ヒ
ン
ト
」
を
探
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
思
い
切
っ
て
自
分
の
考
え
て
い
る

こ
と
や
体
験
を
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
意
見
が
他
の
人
の
ヒ
ン

ト
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
で
も
話
し
合
い

　
学
ん
だ
内
容
は
、
家
庭
で
生
か
し
ま
し
ょ
う
。
親
が
学
ん
だ
こ
と
を

話
題
に
し
、
家
族
み
ん
な
で
話
し
ま
し
ょ

う
。
会
話
を
増
や
す
こ
と
は
、
家
庭
づ
く

り
の
基
礎
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
会

話
を
増
や
す
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
家

族
一
緒
に
食
事
を
す
る
な
ど
の
環
境
づ
く

り
が
大
切
で
す
。

　
子
を
思
い
、
よ
り
良
い
将
来
に
向
か
っ
て
努
力
し
、
学
び
続
け
る
親

の
姿
は
、
間
違
い
な
く
子
ど
も
た
ち
の
心
に
響
き
ま
す
。

地
域
教
育
支
援
課

L
2
2
4
︲
6
0
8
6

家
庭
教
育
の
ス
ス
メ

い
き
い
き
子
育
て 

親
育
ち
⑪

高
齢
者
い
き
が
い
課
L
2
2
4
︲
5
8
0
9

み
ん
な
で
支
え
よ
う
　
大
切
な
人

ト
キ
ノ
家
の
認
知
症
介
護
奮
闘
記
そ
の
11

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る
認
知
症
の
ヤ

ス
ヨ
さ
ん
は
、
一
人
で
出
掛
け
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ヤ
ス
ヨ
さ
ん

が
出
掛
け
る
時
に
は
夫
の
ヒ
ロ
シ
さ
ん
が
付

き
添
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

ヒ
ロ
シ
さ
ん
に
は
ち
ょ
っ
と
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
は
ト

イ
レ
に
一
人
で
入
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
す
。
家
で
は
ヒ
ロ
シ
さ
ん
が

衣
類
を
整
え
た
り
す
る
こ
と
を
気
兼
ね
な
く

手
伝
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
外
出
先
で
は

た
と
え
多
目
的
ト
イ
レ
で
も
、
一
緒
に
入
る

の
は
抵
抗
が
あ
り
、
ト
イ
レ
の
前
で
心
配
し

な
が
ら
待
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
ズ
キ
さ
ん

に
相
談
す
る
と
「
介
護
マ
ー
ク
貸
出
事
業
」

の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
介
護
マ

ー
ク
」
と
は
、
介
護
者
が
ト
イ
レ
介
助
な
ど

を
す
る
と
き
に
、
周
囲
か
ら
誤
解
を
受
け
な

い
よ
う
、
介
護
中
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。
早
速
、
ヒ
ロ
シ
さ

ん
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
「
介
護

マ
ー
ク
」
を
借
り
、
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
と
出
掛
け

ま
し
た
。
首
に
マ
ー
ク
を
か
け
る
だ
け
の
こ

と
で
す
が
、
何
だ
か
気
持
ち
が
ほ
っ
と
し
ま

す
。
一
緒
に
多
目
的
ト

イ
レ
に
入
る
こ
と
に
も

抵
抗
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
名
刺
サ
イ
ズ
の
小

さ
な
カ
ー
ド
が
、
ヒ
ロ

シ
さ
ん
に
大
き
な
安
心

を
く
れ
ま
し
た
。

資源循環推進課L239－6267

　在宅医療廃棄物とは、在宅医療に伴い家庭から出され
る廃棄物のことです。この廃棄物には、市で処理できる
ものとできないものがあります。
市で処理できるもの
感染性のないもの。鋭利でないもの。鋭利ではあるが安
全な仕組みを持つもの。
例：点滴等のビニールバッグおよび付属のチューブ類、
プラスチック製品、ペン型自己注射針など。
出し方：ビニールバッグは中身を空にする。チューブは

50㎝未満に切る。無色透明または白色半透明の袋に入
れて「可燃ごみ」の日に出してください。
市で処理できないもの
感染性のあるもの。鋭利なもの。
例：注射針、点滴針、感染症患者の血液や体液が付着し
たものなど。
出し方：かかりつけの医療機関などに処理を依頼してく
ださい。
＊感染性の有無については医師に確認してください。

ごみ処理とぴっくす　　在宅医療廃棄物の出し方

介護マーク



	 5	 広報川越№1312・2014.2.10

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

ひ
と 

ま
ち

小
江
戸
川
越
み
ど
こ
ろ
90
観
光
コ
ー
ス

観
光
課
L
2
2
4
︲
5
9
4
0
9

　
今
回
は
、「
お
も
し
ろ
仏
像
・
石
仏
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」
で
す
。
最
初

に
向
か
う
の
は
、
川
越
八
幡
宮
。
こ
こ
に
は
、
愚
痴
聞
き
さ
ま
の
像
が

あ
り
ま
す
。
見
た
目
は
、
聖
徳
太
子
の
姿
を
し
て
い
て
、
左
手
を
耳
に

あ
て
、
い
か
に
も
愚
痴
を
聞
い
て
く
れ
る
格
好
を
し
て
い
ま
す
。
日
ご

ろ
愚
痴
や
悩
み
を
持
っ
て
い
る
人
は
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。
愚
痴
を
聞
い
て
も
ら
い
、
す
っ
き
り
し
た
後
は
、
足
取
り
軽
く
、

喜
多
院
に
向
か
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ポ
ー
ズ
や
表
情
の

5
3
8
体
の
羅
漢
像
が
あ
り
ま
す
。
あ
ぐ
ら
を
か
き
、
そ
の
上
に
十
二

支
の
ネ
ズ
ミ
や
ウ
サ
ギ
を
乗
せ
た
も
の
や
眼
鏡
を
か
け
た
も
の
な
ど
が

あ
り
、
見
て
い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
次
は
、
蔵
造
り
の
町
並
み
を
横
目
に「
あ
ご
な
し
地
蔵
」
と「
し
ゃ
ぶ

き
ば
ば
」
が
あ
る
広こ

う

済さ
い

寺じ

を
訪
ね
ま
す
。
あ
ご
な
し
地
蔵
は
、
そ
の
名

の
通
り
下
あ
ご
が
な
く
、
歯
痛
に
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ご
が
な
い
か
ら
、
歯
が
な
い
、
歯
が
な
い
か
ら
歯
痛
も
な
い
、
と
何

と
も
し
ゃ
れ
の
効
い
た
地
蔵
で
す
。
隣
に
は
、
顔
や
体
が
縄
で
縛
ら
れ

て
い
る
し
ゃ
ぶ
き
ば
ば
の
石
仏
が
あ
り
ま
す
。「
し
ゃ
ぶ
き
」
は
、
古

い
言
葉
で
「
咳
」

を
表
し
、
呼
吸
器

系
の
病
気
に
ご
利

益
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
縄

を
縛
っ
て
願
か
け

を
す
る
こ
と
か

ら
、
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
見
た
目
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
お
掃

除
小
僧
な
ど
ユ
ニ

ー
ク
な
仏
像
が
あ

り
ま
す
。

おもしろ仏像・石仏めぐり

　皆様すでにご承知のことと思いますが、2020
年の東京オリンピック・パラリンピックでは、
川越の霞ヶ関カンツリー倶楽部でゴルフ競技が
行われる予定です。1月24日に大会組織委員
会が発足しました。今後は委員会を中心に準備
が進められることになり、川越市でも4月から
は、職員3名の課相当のオリンピック準備担当
部署を設け、対応していく予定です。
　現在分かっている概要は、競技は2020年の
8月初旬頃、競技中は毎日約2万5千人のギャ
ラリーが競技の観戦に来ると予測されること、
前年の2019年には予行演習的なテストイベン
トが予定されることなどです。
　実際、これだけの人をどのようにゴルフ場ま
で運ぶのかということが一番大変なことです。
川越市では、4年前から「小江戸川越マラソン」

を行っていますが、マラソンの当日は早朝から、
川越駅・水上公園（スタート会場）の間を貸切バ
スでピストン輸送をします。もちろん自家用車
や自転車・徒歩などで来られる人もいますが、
小江戸川越マラソンの1万人規模でも、1か所
に集めることはとても大変です。それが、その
倍以上の人数を延べ8日間（予定）、毎日、1か
所に集めるための輸送は、これまで経験したこ
とのない大事業であり、かなり周到な準備が必
要なのは間違いありません。
　次に重要なのは、ゴルフ観戦に来られた人た
ちに市内観光に向かってもらうための方策で
す。競技観戦が終わり帰る人たちにおもてなし
をするとなると、どうしても夕方から夜になり
ます。観光の中心となっている地域は、昼間に
訪れる観光客が多いことから、現在は夜になる
と早めに営業を終了する店舗が多いようです。
　夜の観光客の獲得に向けて、月に1度営業時
間を延長する取り組みを始めているところもあ
ると伺っていますが、今後さらにこの動きが拡
大することを期待しています。
　4月から、オリンピック準備担当部署を中心
に市役所全体でこのような課題の検討を進めて
まいりますが、課題はいろいろあります。

34　オリンピックその2

1

3

7

11

10

8

6

9

5

4

札の辻札の辻
時の鐘入口時の鐘入口

連雀町連雀町

三番町三番町

本
川
越
駅

川
越
駅

2

①さつまいも地蔵（妙善寺）
②いもっこ観音（長徳寺）
③愚痴聞きさま
　（川越八幡宮）
④仏足石（中院）
⑤五百羅漢（喜多院）
⑥おびんづる様
　（成田山川越別院）
⑦おびんづる様（蓮馨寺）
⑧苦行釈迦（長喜院）
⑨お掃除小僧（栄林寺）
⑩布袋像（見立寺）
⑪あごなし地蔵・しゃぶきばば
　（広済寺）



Ｚ

ひ
と

　
ま
ち

笑
顔
あ
ふ
れ
る
成
人
式

誓
い
の
こ
と
ば

　
快
晴
と
な
っ
た
1
月
13
日
に
川
越
運
動
公
園
で
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
男
性
1
7
6
4
人
、
女
性

1
7
6
0
人
。
会
場
に
は
、
き
ら
び
や
か
な
振
袖

や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
旧
友

と
の
再
会
を
懐
か
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
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本
日
は
、
私
た
ち
の
門
出
に
こ
の
よ

う
に
盛
大
で
素
晴
ら
し
い
式
典
を
開
催

し
て
い
た
だ
き
新
成
人
一
同
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
昨
年
夏
の
参
議

院
選
挙
の
投
票
日
2
日
前
に
誕
生
日
を

迎
え
、
初
め
て
投
票
に
行
き
ま
し
た
。

選
挙
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
政
権
の
交

代
な
ど
も
あ
り
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と

り
の
一
票
が
政
治
を
動
か
し
て
い
る
の

だ
と
気
づ
き
、
大
人
と
し
て
政
治
に
参

加
す
る
責
任
を
感
じ
ま
し
た
。

　

成
人
と
な
っ
た
私
た
ち
は
、
ど
ん
な

時
に
も
、
ど
ん
な
言
動
に
も
「
責
任
」

が
つ
い
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
大

人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
行
動

し
て
い
き
ま
す
。
結
び
に
、
20
年
間
私

を
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
を
述

べ
、
誓
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

20
年
分
の
感
謝
と
未
来
へ
の
挑
戦
と

題
し
、
私
は
今
こ
こ
に
い
ま
す
。
中
学

2
年
生
の
時
、
川
越
市
野
球
部
選
抜
チ

ー
ム
の
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
自
分

た
ち
の
た
め
に
動
い
て
く
れ
る
人
の
支

え
が
あ
る
か
ら
、
自
分
た
ち
が
い
る
こ

と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
、
ほ
ん
の
小
さ

な
こ
と
に
も
感
謝
で
き
る
心
を
持
ち
続

け
て
ほ
し
い
」
こ
の
言
葉
と
共
に
生
き

て
き
た
6
年
間
。
誰
よ
り
も
、
そ
し
て

ど
ん
な
時
も
近
く
に
い
た
の
は
両
親
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
一
緒
に
過

ご
し
、
感
謝
の
思
い
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
「
動
か
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
」
と

い
う
気
持
ち
で
、
い
つ
か
外
国
へ
渡
り

英
語
で
生
活
す
る
、
そ
し
て
笑
い
の
絶

え
な
い
家
庭
を
持
つ
。
そ
ん
な
日
を
夢

見
て
日
々
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

　メンバーは公募で集まった7人。写真左から鈴
すず

木
き

拓
たく

海
み

さん、

鈴
すず

木
き

裕
ひろ

之
ゆき

さん、小
お

椋
ぐら

加
か

奈
な

子
こ

さん、樋
ひ

口
ぐち

実
み

咲
さき

さん、吉
き

敷
しき

真
ま

里
り

さん、

加
か

藤
とう

裕
ゆう

也
や

さん、佐
さ

藤
とう

彰
あき

弘
ひろ

さん。

　20年間を振り返り、支えてくれた方へ感謝するきっかけづ

くりができるような式典にしたいと、6月頃から活動を始めま

した。小椋さん（天沼新田）に感想を聞くと「最初は式典のイメ

ージさえ湧かなくて心配でしたが、皆さんに楽しんでいただ

けたと思います。とてもいい思い出となりました」。

成人式実行委員会

金
こん

野
の

健
けん

一
いち

さん（寺尾）金
こん

野
の

健
けん

一
いち

さん（寺尾）木
き

元
もと

亜
あ

莉
り

沙
さ

さん（古谷上）木
き

元
もと

亜
あ

莉
り

沙
さ

さん（古谷上）
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＊
紙
面
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ウ
ェ
ブ
版
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
▼
広
報
川
越
▼
広
報
川
越
▼
広
報
川
越
1
3
1
2
号
）

２０
新成人のみなさんに
　　　　　聞きました

夢・目標
は何ですか？

ご協力ありがとうございました
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　皮が赤や紫
色をした大根
を総称して、
赤大根といい

ます。色は、皮だけでなく果肉にもついているも
のなど、品種はさまざまです。
　「皮ごとスライスしてサラダに使うと、赤い色

が映えます」と話すの
は、果肉が白く皮全体が
赤色の品種を栽培して
いる森

もり

下
した

登
と

志
し

夫
お

さん（中
福）。「甘酢漬けにする
と、皮の赤が染み出し
て、3日くらいで全体が

きれいなピンク色になる
んですよ」。
　長さは25㎝程度と、
一般の大根よりやや小ぶ
り。辛みが弱く甘みがあ
ります。栽培や保存の方
法は、普通の大根とほぼ
同じ。保存する際は、葉
の部分を切り落とし、新
聞紙にくるみ、立ててお
くと鮮度を保つことがで
きるとのこと。彩りとして使われることが多いた
め、大きいものよりも小さいものが好まれるそう
です。

23

農政課L224－5939

赤大根

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

博
物
館
で
開
催
中
の
「
む
か

し
の
勉
強
・
む
か
し
の

あ
そ
び
展
」
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
特
別
展
示
室
の
入
り
口
に

は
、
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

決
定
を
記
念
し
て
、
昭
和
39
年

（
1
9
6
4
）に
開
催
さ
れ
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
写
真
や
ポ
ス
タ

ー
、
記
念
コ
イ
ン
、
東
京
五
輪
音

頭
の
レ
コ
ー
ド
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
7
年
後
の
開
催
に

向
け
ど
ん
な
ポ
ス
タ
ー
や
応
援
ソ

ン
グ
が
作
ら
れ
る
の
か
、
今
か
ら

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

「栽培を始めたきっかけは、
料理店への出荷です」と森下
さん

森下さんが栽培している赤大
根。皮はきれいな赤色です

昭和39年東京オリンピックの記念メダル（左）と、
絵はがき（右）

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　
２２３３２２３３２２３３

川
越
時
間
旅
行
　
23

市
立
博
物
館
L
2
2
2
︲
5
3
9
9

「
む
か
し
の
勉
強
・
む
か
し
の
遊
び
」展

　

同
展
で
は
、
昭
和
30
～

40
年
代
の
遊
び
や
暮
ら

し
、
学
校
の
様
子
を
再
現

し
て
い
ま
す
。
お
菓
子
が

い
っ
ぱ
い
入
っ
た
木
の
ケ

ー
ス
を
所
狭
し
と
並
べ
て

い
る
駄
菓
子
屋
、
足
踏
み

ミ
シ
ン
や
黒
電
話
の
あ
る

居
間
、
木
の
机
と
椅
子
が

並
ん
だ
小
学
校
の
教
室
な

ど
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な

情
景
に
浸
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
小
学
校
の
教
材
や

遊
び
道
具
が
並
ん
で
い
る

コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
こ
ん

な
絵
の
具
使
っ
て
た
な
」

「
こ
の
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー

ト
懐
か
し
い
」
と
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
そ
う
で
す
。

　

ま
た
今
回
は
、
展
示
室
の
一
角
に
「
映
写
機
の
世
界
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
博

物
館
の
収
蔵
品
の
中
か
ら
昭
和
30

～
50
年
代
の
8
㎜
カ
メ
ラ
や
映
写

機
、
フ
ィ
ル
ム
を
集
め
、
展
示
し

て
い
ま
す
。
ズ
ー
ム
機
能
や
動
力

の
変
遷
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
同
展
は
、
3
月
2
日
㈰
ま

で
開
催
中
で
す
。

見ているだけでもワクワクしてきます見ているだけでもワクワクしてきます思わずくつろぎたくなるような居間思わずくつろぎたくなるような居間

手巻き式8mmカメラ（左）と、電動
式8mmカメラ（右）


